
提

出

者

江

田

憲

司

平
成
十
八
年
二
月
三
日
提
出

質

問

第

四

六

号

国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
（
宮
路
和
明
君
外
六
名
提
出
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

46



国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
（
宮
路
和
明
君
外
六
名
提
出
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
八
年
二
月
三
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
「
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
」
（
宮
路
和

明
君
外
六
名
提
出
）
は
、
見
か
け
上
「
議
員
年
金
廃
止
」
を
う
た
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
後
も
議
員
年
金
が
継
続
す
る
「
偽

装
廃
止
法
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
法
律
は
、
議
員
立
法
で
あ
る
た
め
、
議
院
法
制
局
の
審
査
を
経
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
国
会
議
員
互
助
年
金
」
制

度
自
体
は
形
式
的
に
廃
止
さ
れ
て
も
、
引
き
続
き
、
現
役
、
Ｏ
Ｂ
議
員
を
含
め
議
員
年
金
の
支
給
が
継
続
さ
れ
る
内
容
を
含

む
法
律
の
名
称
が
、
単
に
「
廃
止
す
る
法
律
」
と
い
う
の
で
は
、
「
名
は
体
を
あ
ら
わ
さ
ず
」
、
「
一
切
の
議
員
年
金
が
廃

止
さ
れ
た
」
と
の
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
。
国
民
を
欺
く
名
称
と
考
え
る
が
、
内
閣
法
制
局
の
見
解
如
何
。
こ
の
法
律
の
内
容

か
ら
し
て
本
来
あ
る
べ
き
名
称
案
も
付
さ
れ
た
い
。

二

小
泉
首
相
も
昨
年
十
二
月
七
日
、
こ
の
法
律
案
を
み
て
「
駄
目
だ
。
そ
れ
で
は
廃
止
に
な
ら
な
い
」
と
、
自
民
党
幹
部
に

見
直
し
を
指
示
し
た
と
い
う
。
極
め
て
真
っ
当
な
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
ぜ
、
翌
日
、
与
党
幹
部
の
説
明
で
撤
回
し
て
し

ま
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
公
僕
た
る
国
会
議
員
の
年
金
制
度
は
、
国
に
関
わ
る
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
内

閣
総
理
大
臣
の
立
場
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

一



三

こ
の
法
律
の
背
景
に
は
、
既
に
受
給
資
格
を
得
た
議
員
あ
る
い
は
議
員
Ｏ
Ｂ
へ
の
年
金
完
全
廃
止
は
、
憲
法
二
十
九
条
が

保
障
す
る
「
財
産
権
」
を
侵
害
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
内
閣
の
見
解
を
問
う
。

四

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
加
入
す
る
「
厚
生
年
金
基
金
」
の
場
合
、
労
使
か
ら
な
る
代
議
員
の
多
数
に
よ
っ
て
解
散
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
そ
の
際
、
廃
止
し
た
制
度
の
年
金
受
給
権
が
「
年
金
」
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
い
う
法
的
構
成
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
受
給
者
は
、
基
金
の
保
有
す
る
資
産
の
範
囲
内
で
清
算
一
時
金
を
受
け
取
り
、
受
給
者
が
そ
の
一
時
金
を
年
金

に
し
た
い
と
希
望
す
る
時
は
、
「
企
業
年
金
連
合
会
」
に
移
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
そ
の
額
は
、
精
算
一
時
金
を

ベ
ー
ス
と
し
て
計
算
し
直
さ
れ
る
た
め
、
大
幅
減
額
と
な
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、
こ
う
い
う
年
金
完
全
廃
止
の
法
律
上
の
措
置
を
講
じ
な
が
ら
、
税
金
で
多
額
の
歳
費
や
年
金
を
受

給
し
て
き
た
国
会
議
員
あ
る
い
は
議
員
Ｏ
Ｂ
に
、
同
様
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

五

そ
れ
と
も
、
国
会
議
員
あ
る
い
は
議
員
Ｏ
Ｂ
の
互
助
年
金
も
、
同
様
に
解
散
し
、
「
そ
の
清
算
一
時
金
を
基
に
、
国
民
年

金
基
金
連
合
会
に
移
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
の
法
律
の
制
定
は
、
憲
法
二
十
九
条
の
「
財
産
権
」
を
侵
害
す
る
こ
と
に

は
当
た
ら
ず
、
立
法
政
策
上
の
問
題
と
考
え
て
良
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
民
間
と
同
様
に
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ
給
付
で
き

る
途
が
開
か
れ
、
議
員
年
金
は
、
議
員
Ｏ
Ｂ
を
含
め
て
名
実
共
に
完
全
廃
止
と
な
る
が
、
政
府
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

二



六

与
党
内
で
は
、
年
金
廃
止
対
象
と
な
る
議
員
の
声
に
配
慮
し
て
、
新
た
に
退
職
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
と
い
う
。
退
職
金
制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
大
部
分
は
税
金
で
賄
わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
財
政
構
造
改
革

を
進
め
る
政
府
と
し
て
も
看
過
で
き
な
い
事
態
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三



（
参
照
条
文
）

﹇

厚
生
年
金
保
険
法

﹈

（
解
散
）

第
百
四
十
五
条

基
金
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
解
散
す
る
。

一

代
議
員
の
定
数
の
四
分
の
三
以
上
の
多
数
に
よ
る
代
議
員
会
の
議
決

二

三

（
略
）

�

（
略
）

（
基
金
の
解
散
に
よ
る
年
金
た
る
給
付
等
の
支
給
に
関
す
る
義
務
等
の
消
滅
）

第
百
四
十
六
条

基
金
は
、
解
散
し
た
と
き
は
、
当
該
基
金
の
加
入
員
で
あ
つ
た
者
に
係
る
年
金
た
る
給
付
及
び
一
時
金
た
る

給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
免
れ
る
。
（
後
略
）

（
連
合
会
）

第
百
四
十
九
条

基
金
は
、
中
途
脱
退
者
及
び
解
散
し
た
基
金
が
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
負
つ
て
い
た
者
（
以

下
「
解
散
基
金
加
入
員
」
と
い
う
。
）
に
係
る
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
を
共
同
し
て
行
う
と
と
も
に
、
第
百
六
十
五
条
か
ら

第
百
六
十
五
条
の
三
ま
で
に
規
定
す
る
年
金
給
付
等
積
立
金
の
移
換
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
企
業
年
金
連
合
会
（
以
下
「
連

合
会
」
と
い
う
。
）
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
略
）

﹇

国
民
年
金
法

﹈

（
連
合
会
）

第
百
三
十
七
条
の
二

基
金
は
、
第
百
三
十
七
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
中
途
脱
退
者
及
び
解
散
基
金
加
入
員
に
係
る
年

金
及
び
一
時
金
の
支
給
を
共
同
し
て
行
う
た
め
、
国
民
年
金
基
金
連
合
会
（
以
下
「
連
合
会
」
と
い
う
。
）
を
設
立
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

四


